
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20、21 年度 

中期目標の達成状況報告書 

（別添資料） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２２年６月 
 

九州大学
 

 

 

 

 

 

 

 



九州大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

目   次 
 
 
 
 

資料 1-4-1 九州大学のグローバル COE プログラム拠点一覧・・１ 

資料 1-4-2 九州大学先端融合医療創成センターの概略・・・・１ 

資料 1-4-3 水素エネルギー国際研究センターの概略・・・・・１ 

資料 1-1-1 「国立大学法人評価」と「５年目評価、10 年以内 

組織見直し」制度との関係・・・・・・・・・・２ 

資料 1-1-2 「５年目評価、10 年以内組織見直し」制度の 

     評価結果の取扱い・・・・・・・・・・・・・・２ 

資料 5-8-1 グラミン銀行との提携・・・・・・・・・・・・・３ 

資料 5-8-2 文部科学大臣表彰若手科学者賞の受賞・・・・・・３ 

資料 5-8-3 「組込みシステムシンポジウム」実践報告優秀賞・３ 

資料 5-11-1 超伝導システム化学研究センターによる 

                  研究プロジェクト一覧・・・・・・・・・・・・４ 

 

 

 
 

 
 
 



 

- 1 - 

 
 

九州大学先端融合医療創成センター

先端医療開発特区(スーパー特区）
(情報型先進医療システム開発）

九州大学
先端融合医療研究開発センター

九州大学
先端融合医療創成センター

橋渡し研究支援推進プログラム
(革新的バイオ医薬医工学の医療技術開発拠点）

先端融合医療
レドックスナビ研究拠点

オープンイノベーションの推進
各プロジェクトの枠組みを超えて、産学連携研究はもとより複数の民間企業による新たな融合プロジェクト（産産連携）を促進する。そのため
に現在レドックスナビ拠点で運営中の協働研究運営委員会ならびに知財部門の権限を拡大し、知的財産や機密保持を担保することで、
オープンイノベーションによる智と技術の結集を推進する。

管理部門・支援体制の統合・連携による研究開発の加速
研究計画段階からスーパー特区 EBM（Evidence-Based Medicine）管理部門の意見を取り入れ、臨床的効果、医学的・社会的意義、ある
いはＦＤＡ等の承認状況を十分に考慮し、さらに参画企業が積極的に関与することで、市場性を加味した適切な開発目標が設定可能とな
る。またGLPおよびGMP基準施設を共有化し、開発体制の効率化と費用対効果の向上を図ることが可能となる。

治験実施部門の統合による開発期間の短縮
九州大学におけるトランスレーショナルリサーチの中核組織である高度先端医療センターを本拠点に融合し、治験プロトコール立案段階～
倫理審査提出前にかけて専属の生物統計専門家及び専門家支援によるアドバイスを実施する。この包括的支援により、研究者主導によ
るFIM臨床試験を加速し、ひいては企業による比較臨床試験、承認申請が促進される。また前臨床試験では国内GLP基準施設の整備に
より、国際的にも承認時に十分な質のデータを短期間に蓄積することが可能となる。  

 
 

 

センター長・教授 佐々木一成

水素エネルギー国際研究センターは、文部科学省21世紀COEプログラム「水素利用機械システムの統合技術」（拠点
リーダー:九州大学村上敬宜副学長）の実践拠点として、平成16年4月に発足し、水素利用機械システムに関する教育
研究、安全評価に努めてまいりました。平成18年3月には伊都キャンパスに実験棟が完成し、現在、次世代の燃料電池

や水素製造・貯蔵技術、水素計測技術の開発など、水素システムに関する多様な技術シーズを生み出す研究を積極的
に進めるとともに、福岡県との連携融合事業をはじめ、行政機関等や多くの企業の皆様との協働により、水素利用に関
する産学連携研究やそれを支える人材育成に取り組んでいます。

水素利用社会を実現するためには、機械・システム工学の深化はもちろん、材料、化学、エネルギー科学などの多岐に
わたる理工学、さらには社会受容性や安全学などの社会科学的な研究も欠かせません。総合大学である九州大学の
強みを生かして、多様な学問分野の研究者が集う、開かれた研究拠点を目指してまいります。
平成18年7月には、伊都キャンパス内に「（独）産業技術総合研究所・水素材料先端科学研究センター」が設置されまし

た。本センターでは、国内はもとより海外で活躍するトップクラスの研究者を招聘し、水素を安全に利用するために必要
な高圧環境下での水素脆化、トライボロジー、物性など、水素と材料に関わる諸問題を解決することとされています。本
センターとも緊密な連携をとりながら、国内随一の水素研究拠点を目指してゆきます。

水素エネルギー国際研究センターでは、産業界や、文部科学省、経済産業省、福岡県をはじめとする地元自治体など
の行政機関等と密接に連携しながら、水素利用社会の実現に向けて、様々な研究開発と水素関連の人材育成に努め
てまいります。皆様のご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

 

採択年度 領域 拠点のプログラム名称 拠点リーダー 
生命科学 個体恒常性を担う細胞運命の決定とその破綻 

[ホームページ] http://cellfate-gcoe.jp/ 
藤木 幸夫 
理学研究院生物科学部門・教授 

19 年度 

化学，材料科学 未来分子システム科学 
[ホームページ] http://www.cstm.kyushu-u.ac.jp/gcoe/

君塚 信夫 
工学研究院応用化学部門・教授 

数学，物理学,地球科学 マス・フォア・インダストリ教育研究拠点 
[ホームページ] http://gcoe-mi.jp/ 

若山 正人 
数理学研究院数学部門・教授 

20 年度 

学際，複合，新領

域 
新炭素資源学 
[ホームページ] http://ncrs.cm.kyushu-u.ac.jp/ 

永島 英夫 
先導物質化学研究所分子集積化学部門・教授 

21 年度 学際，複合，新領

域 
自然共生社会を拓くアジア保全生態学 
[ホームページ] http://pws.prserv.net/jpinet.yahara/ 

矢原 徹一 
理学研究院生物科学部門・教授 

資料 1－4－2 九州大学先端融合医療創成センターの概略 

資料 1－4－3  水素エネルギー国際研究センターの概略 

資料 1－4－1 九州大学のグローバル COE プログラム拠点一覧 

出典：九州大学水素エネルギー国際研究センターホームページ 

(URL：http://www.mech.kyushu-u.ac.jp/h2/center/aisatsu/) 

出典：九州大学将来計画委員会(平成 21 年 7 月 17 日開催)

出典：九州大学グローバル COE ホームページ 

(URL：http://www.kyushu-u.ac.jp/research/topic/global-coe.php) 
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資料 1－1－1 「国立大学法人評価」と「5年目評価、10 年以内組織見直し」制度との関係 

資料 1－1－2 「5 年目評価、10 年以内組織見直し」制度の評価結果の取扱い 

出典：九州大学企画部作成

出典：九州大学企画部作成 
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資料 5－8－2 文部科学大臣表彰若手科学者省の受賞 資料 5－8－3「組込みシステムシンポジウム」 

実践報告優秀賞 

※本成果は，H21.7.5 西日本新聞朝刊(1 面)， 

H21.7.9 東京新聞朝刊(25 面)ほか数紙に掲載された。 

資料 5－8－1 グラミン銀行との提携 

出典：九州大学プレスリリース（H21.4.6） 

 

出典：社団法人情報処理学会組込み

システムシンポジウム 2009 

出典：九州大学プレスリリース(H21.11.5) 
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分野 事業・プロジェクト名 受入額等 
NEDO 事業 

「イットリウム系超伝導電力機器技術開発」 

(平成 20～24 年) 

平成 20～22 年度 

受入額 

106,605 千円（分担研究） 

①超伝導エネルギー

技術開発 

NEDO 事業 

「希少金属代替材料開発プロジェクト」 

(平成 21～22 年) 

平成 21～22 年度 

受入額 

44,000 千円（分担研究） 

②先端計測技術へ

の応用 

JST 戦略的イノベーション創出推進事業 

（S-イノベ）「高温超伝導 SQUID を用いた先端バイオ・非破

壊検査技術の開発」 

(平成 21～30 年) 

平成 21～30 年度 

総額 

568,000 千円（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ）

③超伝導物質の探

求 

JST 戦略的創造研究推進事業 

「薄膜法による FeAs 系およびその周辺超伝導物質の探索」

(平成 20～23 年) 

平成 20～23 年度 

総額 

45,990 千円（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ）

資料 5－11－1 超伝導システム科学研究センターによる研究プロジェクト一覧 

出典：九州大学超伝導システム科学研究センター作成 


